
実務経験のある教員による授業科目一覧

省令で定める授業
時数

（授業時数）

関係法規・制度 兒玉　佳世子 高等学校教諭二級免許 S56.４～

30

衛生管理 山田　実 薬剤師免許 H27.４～

90

保健 山田　実 臨床検査技師免許 H27.４～

90 亀井　勇治 美容保健教員資格 H26.10～

藤原　大岳 美容保健教員資格 H20.９～

香粧品化学 井伊　弘子 香粧品化学教員資格 H30.４～

60

文化論 亀井　都紀子 文化論教員資格 H10.４～

60

運営管理 兒玉　佳世子 高等学校教諭二級免許 S56.４～

30

美容技術理論 亀井　都紀子 美容技術理論教員資格 H10.９～

150 光森　里香 美容師免許（H３.８）

藤原　大岳 美容技術理論教員資格 H15.11～

美容実習 亀井　都紀子 美容師免許（S62.9) S64.４～

900 光森　里香 美容師免許（H３.８） H14.４～

井伊　弘子 美容師免許（H16.3） H16.3～

亀井　勇治 美容師免許（H16.10) H21.４～

藤原　大岳 美容師免許（H11.11) H15.11～

美容総合 亀井　都紀子 美容師免許（S62.9) S64.４～

600 光森　里香 美容師免許（H３.８） H14.４～

井伊　弘子 美容師免許（H16.3） H16.3～

亀井　勇治 美容師免許（H16.10) H21.４～

藤原　大岳 美容師免許（H11.11) H11.11～

160

2010

令和６年５月１日現在

担当教科科目 教諭・講師名 資格 学校実務

合　計



授業計画書

１年生 ２年生

関係法規・制度 兒玉　佳世子

衛生管理 山田　実

保健 山田　実

亀井　勇治

藤原　大岳

香粧品化学 井伊　弘子

文化論 亀井　都紀子

運営管理 兒玉　佳世子

美容技術理論 亀井　都紀子

光森　里香

藤原　大岳

美容実習 亀井　都紀子

光森　里香

井伊　弘子

亀井　勇治

藤原　大岳

美容総合 亀井　都紀子

光森　里香

井伊　弘子

亀井　勇治

藤原　大岳

辻　渚

齋藤　由美

植野　晃企

上西　康文

寺中　寿賀

上林　裕

習得する学年と授業時数

30 ―

80 10

授業時数
省令で定める授業

時数

80 10

60 ―

30

100 50

合　計 1010 1000

150

260 640

340

2010

260

2010

900

600

30

30 ―

60

30

60

900

担当教科科目

必
　
　
須
　
　
科
　
　
目

30

90

90

60

30

600

150

教諭・講師名

30

90

90

60



時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

雇用に関連する法律　消費者保護に関連する法律

試験対策と解説、まとめ等

期末試験（２学期の学習内容確認）

総まとめと国家試験対策・演習

学年末試験

違反者等に対する行政処分

法令違反と罰則

関連法規　　　衛生に関連する法律

業の振興に関連する法律

期末試験

（理容師法・美容師法）　　　 免許と登録

理容師・美容師の義務　　　

業務上の遵守事項

業務停止、免許取消及び再免許　　管理理容師・管理美容師

施設（理容所・美容所）に関する規定　　概説と開設

開設者が講ずべき衛生措置

理容所・美容所以外での業務

立入検査と環境衛生監視員

用語の定義②

人（理容師・美容師）に関する規定　　　概説と養成施設

国家試験の概要

１学期の学習内容確認・補充

衛生行政を担う行政機関

理容師法・美容師法　　目的及び用語の定義①

衛生法規の概要　　　衛生法規の分類と生活衛生法規

理容師法・美容師法と附属法令　　自治法規（美容師法施行条例等）

衛生行政の概要　　 　　衛生行政の意義と歴史

衛生行政の分類と生活衛生行政の内容　

評価方法 授業態度（出席率、提出物を含む）及び期末試験の総合的評価とする。

対面講義

教材 教科書「関係法規・制度」及び「ワークブック」（公共遮断法人日本理容美容教育センター発行）

授業計画・内容

ガイダンス　　（美容師を目指すには）　

法制度の概要　　　　　　法の役割と形式

授業方式 学習教育目標と評価

目的 美容師法を中心に関係法令の内容と公衆衛生を担う社会的責任を理解する。

達成目標 法制度や衛生行政の概要を理解し、国家試験の合格を目指す。

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

関係法規・制度 兒玉　佳世子 令和６年 30



時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業方式 学習教育目標と評価

評価方法 授業態度（出席率、提出物を含む）及び期末試験の総合的評価とする。

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

運営管理 兒玉　佳世子 令和６年 30

対面講義

目的
経営者としての責任を理解し、経営管理や労務管理の基本を学びマネジメント能力を養
う。

達成目標 経営者の視点を理解し、顧客や社会が求める幅広い人間力を身につける。

教材 教科書「運営管理」及び「ワークブック」（公共遮断法人日本理容美容教育センター発行）

授業計画・内容

ガイダンス   経営者の視点と責任

経営とは何か　　経営の大原則：継続企業の原則

経営の目的　　利益とは

経営戦略

理容業・美容業の経営　　業界の現状と課題

顧客の求めるもの　　マーケティング

資金管理　　収支と損益

会計とは　　コスト管理

税金について

人という資源

給与・待遇・福利厚生　

１学期の学習内容確認・補充

期末試験

社会保険①（公的年金）

社会保険②（医療保険）

社会保険③（労働保険）

キャリアプラン

健康・安全な職場環境の実現

サービスを考える　　サービスデザインの基本

サービスシステム

サービス・マーケティング

接客の実践②

期末試験（２学期の学習内容確認）

総まとめと国家試験対策・演習

学年末試験

サービスの改善

これからの美容室に大切なこと　　マーケティングとＩＣＴ活用

サービスにおける人の役割

接客の要点　　トラブル対応

接客の実践①



薬剤師や臨床検査技師としての勤務経験を活かし、衛生管理や保健等に関しての深い知識と経験をわかりやすく解説する。

時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 　　９章　消化器系

　　６章　血液と免疫系

小テスト

　　　肺の仕組みとガス交換

　　　呼吸運動

６月

小テスト

　　８章　呼吸器系

　　７章　循環器系

　　　心臓と血管のはたらき

　　　アレルギー 小テスト

　　　血液と免疫

　　　視覚

　　　平衡感覚

　　　聴覚

　　　味覚

　　　嗅覚

小テスト

　　　中枢神経

　　５章　感覚器系

小テスト

５月

　　４章　神経系

　　　末梢神経

小テスト

　　　主な骨格筋

　　　表情筋と表情運動 小テスト

　　　骨の関節 小テスト

　　３章　筋系

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

衛生管理 山田　実 令和６年 90

目的
公衆衛生・環境衛生との関連や、注意すべき感染症と衛生措置、消毒の意義、
具体的な消毒法を学ぶ。

授業方式 学習教育目標と評価

対面講義
達成目標 授業を理解し、国試の該当分野で合格点をとる力を身に付ける。

評価方法 小テスト、期末試験、提出物、出席率、補講

項目 教科書 ワーク 理解度チェック

４月

　１編　人体の構造及び機能

　　２章　骨格器系

　　　骨の種類と構造

　　１章　頭部、顔部、頸部の体表解剖学

　　　頭部、顔部等の体表解剖学



31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

　　　接触皮膚（カブレ）

　　　白髪染めによるカブレ

　　６章　皮膚と付属器官の疾患

　　　ふけ症の手入れ 小テスト

１２月　プレテスト

　　　　２学期末テスト

１月

　　　化粧カブレ

　　　皮膚と精神

　　　皮膚の水分と肌の状態

　　　皮膚と栄養

　　　皮膚と全身状態

　　５章　皮膚付属器官の保健

　　　皮膚の吸収・再生作用

１１月

　　　皮脂と汗の分泌

小テスト

　　　対外保護作用と体温調節作用

　　　皮膚の血管

　　４章　皮膚と付属器官の生理機能

　　　リンパ管

　　　神経

　　３章　皮膚の循環器系と神経系

　　　脂腺（皮脂腺）

小テスト

１０月

　　　毛の性状

　　　鳥肌反応

　　　汗腺

　　　爪

小テスト

　　２章　皮膚付属器官の構造

　　　毛の構造と成長

　　１章　皮膚の構造

　　　表皮

　　　真皮

　　　皮下組織

９月

　２編　皮膚科学

７月　プレテスト

　　　１学期末テスト

小テスト　　　消化管の仕組みとはたらき



70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

　　（人体の構造及び機能、皮膚科学）

　　３学期末テスト

　　プレテスト

小テスト

３月

　　ワークブック

　　　　　尋常性毛瘡（カミソリカブレ）

　　　脱毛症

　　　　　尋常性ざ瘡（ニキビ）

　　　皮膚疾患

２月

　　　脂漏性皮膚炎



薬剤師や臨床検査技師としての勤務経験を活かし、衛生管理や保健等に関しての深い知識と経験をわかりやすく解説する。

時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29 　　　１学期末テスト

７月

　　　プレテスト

　　　病原微生物

　　　　微生物の種類、構造、増殖等 小テスト

　　１章　感染症総論

　　　人と感染症 小テスト

　　　衛生害虫とネズミ 小テスト

　３編　感染症

　　　衣服・住居の衛生 小テスト

　　　上・下水道と廃棄物 小テスト

　　　空気環境 小テスト

６月

　２編　環境衛生

　　１章　環境生成

　　　　アルコール

　　　　精神保健 小テスト

　　　　喫煙

　　　　運動

　　　　生活習慣病 小テスト

５月

　　　母子保健 小テスト

　　　成人・高齢者保健

　　　保健所と美容業

　　２章　保健

　　１章　公衆衛生の概要

　　　美容師と公衆衛生

４月

　１編　公衆衛生

評価方法 小テスト、期末試験、提出物、出席率、補講

項目 教科書 ワーク 理解度チェック

対面講義

授業方式 学習教育目標と評価

達成目標 授業を理解し、国試の該当分野で合格点をとる力を身に付ける。

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

保健
山田　実

亀井　勇治　　　藤原　大岳
令和６年 90

目的
安全で効果的な施術を行うために、頭部、顔部及び頸部を中心に人体組織や皮
膚、毛髪等の構造と機能を学ぶ。



30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67 　　　　衛生管理技術

　　　　感染症

　　　ワークブック

　　　　公衆衛生

　　１章　璃・美容所における衛生管理要領

２月

　　　　環境衛生

　　　璃・美容所の消毒と清潔法の実際 小テスト

　５編　衛生管理の実践例

　　　２学期末テスト

１月

１２月

　　　プレテスト

　　　各種消毒薬

　　　　消毒薬希釈法 小テスト

　　　化学的消毒法 小テスト

　　３章　消毒法実習

　　２章　消毒法各論

　　　理学的消毒法 小テスト

１１月

　　　消毒に必要な条件 小テスト

　　　消毒の原理と意義 小テスト

　　　美容業務と消毒（法の規定）

　４編　衛生管理技術

　　１章　消毒法総論

　　　空気・飛沫を介する感染症 小テスト

　　　飲食物等を介する感染症 小テスト

１０月

　　２章　感染症の各論

　　　　感染症発生の要因

　　　　感染症予防の三原則 小テスト

　　　　免疫と予防接種 小テスト

　　　　感染

　　　　感染及び発病

９月

　　　感染症の予防

　　　　常在細菌

　　　（公衆衛生・環境衛生）



68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

　　　（感染症）

　　　（衛生管理技術）

　　　（公衆衛生）

　　　（環境衛生）

　　　プレテスト

　　　３学期末テスト

３月



美容師として現場で扱ってきた香粧品や薬品等の知識をわかりやすく解説する。

時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 101～105クレンジング用香粧品

保湿剤・紫外線吸収剤・収れん剤

緩衝液

93～95

スキンケア製品の作用と効果

雑貨原料

ビタミン・ホルモン・アミノ酸 89～91

97～100

83

86～88

82酸化防止剤・金属イオン封鎖剤

防腐剤・殺菌剤

無機顔料

77～80香料の種類、調合香料

81

有機合成色素・パール色素・天然色素

72～74

74～76

67～69

その他の油性原料、油性原料の機能

59～61

63～66

教科担当者

井伊弘子

規定授業数

60

科目名

香粧品化学

適用入学年

令和６年

授業方式 学習教育目標と評価

香粧品の種類と機能、剤形と処方

35～36

36～38

界面活性剤の基本的性質

高分子化合物

水と親水性溶媒

油脂・ロウ類

46～47

51～54

炭化水素 54～55

界面活性剤の種類

56～58

香粧品の表示と広告の規制

43～45

使用上の注意と安全性

香粧品の安全性

25～27

39～40

41～42

香粧品とは　医薬部外品の定義

化粧品の定義

香粧品の法規制の変遷

香粧品を使用する際に気を付けるべきこと

17～18

参考資料ワーク教科書項目

香粧品とは 9～12

香粧品の効果とプロセス

19～24

対面講義

香粧品と造形 13～16

評価方法 小テスト、期末試験、提出物、出席率、補講

達成目標

目的 理容・美容に関連する香粧品の基礎と、その種類や使用目的、成分について学ぶ。

授業を理解し、国試の該当分野で合格点をとる力を身に付ける。

28～31

香粧品の経時変化

32～34



31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

156～162

パーマ剤の使用上の注意

163～165

ヘアスタイリング剤

パーマの原理と分類

151～155

シャンプー

172～175ヘアカラー製品の種類　　染毛料

166～168

169

パーマ剤

染毛剤 176～179

パッチテスト 179～181

ヘアリンス・トリートメント

脱色剤・脱染剤 175

148～150

142～146

アイメイクアップ香粧品

まつ毛ケア・ネイルケア製品

136～137ポイントメイクアップ香粧品

メイクアップ製品の基剤・剤形 130

おしろい類・ファンデーション類 131～135

138～141

シェービング用・ニキビ用・他 124～125

パック剤 126～127

サンケア製品 119～122

美白用化粧品 123～124

109～110

クリームの種類

106～109コンディショニング香粧品

クリーム・乳液の皮膚への作用

トリートメント用香粧品 116

機能性化粧水・化粧液 116～118

111～114

乳液 114～115

スカルプケア製品 183～186

ワークブック

過去問題



美容師として培った経験と広い視野から、能率的に技術を行うための理論等をわかりやすく解説する。

時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第５章　パーマネントウェービング 130～150

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第３章　ヘアデザイン 68～88

第４章　ヘアカッティング 91～128

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

参考資料

　〃

序章 6～14

　〃

　〃

　〃

　〃

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

美容技術理論
亀井　都紀子　　　　光森里香

藤原大岳
令和６年 150

美容理論、美容技術について

評価方法 小テスト、期末試験、提出物、出席率、補講

項目 教科書

授業方式 学習教育目標と評価

目的 用具類の操作・管理方法と衛生的、能率的に技術を行うための理論を学ぶ。

達成目標 授業を理解し、国試の該当分野で合格点をとる力を身に付ける。
対面講義
実習

ワーク

　〃

　〃

第２章　シャンプーイング 38～65

　〃

第１章　美容用具 15～30



31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第９章　ネイル技術 38～73

　〃

　〃

第１０章　メイクアップ 76～115

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第８章　エステティック 6～36

　〃

　〃

　〃

　〃

第７章　ヘアカラーリング 222～244

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第６章　ヘアセッティング 152～220

　〃

　〃



69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

　〃

　〃

　〃

　〃

序章 6～14

　〃

　〃　　人体各部の名称

　〃　　作業姿勢

　〃

　〃

第１２章　着付け 142～186

第１１章　日本髪 118～139

　〃

　〃

　〃

美容理論、美容技術について

第１章　美容用具 15～35

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第３章　ヘアデザイン 68～88

　〃

　〃

　〃

　〃

第２章　シャンプーイング 38～65

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第４章　ヘアカッティング 91～128



107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第５章　パーマネントウェービング 130～150

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第６章　ヘアセッティング 152～220

　〃

　〃

　〃

　〃

第７章　ヘアカラーリング 222～244

　〃

第９章　ネイル技術 38～73

　〃

　〃

76～115第１０章　メイクアップ

　〃

　〃

118～139第１１章　日本髪

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

第８章　エステティック 6～36

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃



145

146

147

148

149

150

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

142～186第１２章　着付け



時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

　〃　　　　　　　〃 62～68

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

文化論 亀井都紀子 令和６年 60

評価方法 小テスト、期末試験、提出物、出席率、補講

項目 教科書 ワーク 参考資料

授業方式 学習教育目標と評価

目的 理容・美容文化の歴史及び沿革、髪型と服装の変遷について学ぶ。

達成目標 授業を理解し、国試の該当分野で合格点をとる力を身に付ける。

第１節　理容業・美容業の登場 10～12

第２節　江戸時代の理容業・美容業 13～16

総論 5～6

日本の理容業・美容業の歴史 9

第１節　縄文・弥生・古墳時代 34～37

第３節　近代の理容業・美容業 17～25

日本の理容業・美容業の歴史年表・コラム 30～31

第３章　ファッション文化史　日本編 33

第４節　現代の理容業・美容業 26～29

第３節　中世（平安時代末期） 49～51

　〃　　　　　　　〃 38～39

第２節　古代（飛鳥・奈良・平安時代） 40～48

第５節　近世（江戸時代） 59～61

第７節　近代（大正時代） 81～84

第４節　近世（戦国時代・安土桃山時代） 56～58

　〃　　　　　　　〃 69～73

第６節　近代（明治時代） 74～75

　〃　　　　　　　〃 76～77

　〃　　　　　　　〃 78～80

　〃　　　鎌倉・室町・戦国時代 52～55

第１１節　現代（1980年～1990年代） 103～111

第９節　近代（1945年～1950年代） 89～94

第１０節　現代（1960年～1970年代） 95～102

第８節　近代（昭和20年まで） 85～88

１学期復習

第４章　ファッション文化史・西洋編 119～120

第１２節　現代（2000年～2010年代） 112～116

対面講義

人の歴史の最古から理容・美容にかかわり今を知るために重要である。日本と西洋それぞれの歴史の中にみる理容・美容とは、どのような美し
さをもとめたか学ばせる。



31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

　　第３節　古代ゲルマン 126

　　第６節　 〃 （17世紀） 137～140

　　第７節　 〃 （18世紀） 141～145

　　第４節　中世ヨーロッパ 127～132

　　第５節　近世（16世紀） 133～136

　　第１１節　現代（1930年代～1940年代前半） 157～158

　　第１０節　現代（1910年代～1920年代） 153～156

　　　　〃 〃

　　第８節　近代（18世紀末～19世紀末） 146～147

　　第９節　近代（17世紀） 148～152

　　　　〃 〃

159～162

　　　　〃 〃

163～169　　第１３節　現代（1960年代）

　　第１２節　現代（1940年代後半～1950年代）

　　第１４節　現代（1970年代）

173～176

　　　　〃 〃

168～172

　　　　〃

　　第１５節　現代（1980年代）

　　　　〃 〃

　　第１６節　現代（1990年代～2010年代） 177～178

〃

　　　　〃 182～184

　　　　〃

２学期復習

　　　　〃 188

　ファッション文化史年表 192

　第２節　洋装の礼装 186～187

　　　　〃 〃

　　　　〃 185

第５章　礼装の種類 179

　第１節　和装の礼装 180～181



それぞれ美容師の実務から学んだ知識と経験を学生たちに伝えながら、楽しく学べるように工夫して授業をする。

時間

４月

５月

６月

７月

９月

10月 アレンジヘア

11月 メイク

12月 ネイル

１月

２月 まつエク

３月

400

４月 ワインディング

５月 カット

６月 オールウェーブ

７月

９月 ワインディング

10月 カット

11月 オールウェーブ

12月

１月 国試対策（実技）

２月

３月

900

授業方式 学習教育目標と評価

目的 美容師として必要な技術の基礎を徹底して学ぶ/衛生面に関しての技術・知識を身に付ける

達成目標 基礎技術力の習得　・　国家試験合格

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

美容実習 実習担当教員 令和６年 900

講義　・　デモン
ストレーション　・
実習 ・ 反復練習

カット

評価方法 期末試験、選考試験

項目 教科書 ワーク 参考資料

ワインディング

オールウェーブ

カット

ワインディング

カット



各々の教諭が、美容師の実務から学んだ経験を元に美容師として必要になりうるすべての知識と技術を総合的に指導する。

４月

５月 メイクデモ

６月 浴衣着付け

７月

９月 ベーシックメイク

10月 着付け

11月 アップスタイル

12月

１月 サロンアカデミー

２月 シャンプー

３月 ブロー

４月 サロンアカデミー

５月 シャンプー

６月 ブロー

７月 接客・接遇

ブライダルメイク

９月

10月 サロンアカデミー

11月 シャンプー・ブロー

12月 接客・接遇

カラーリング

１月

２月 ヘッドスパ

３月

授業方式 学習教育目標と評価

目的 顧客の要望に応じた技術の提供ができるよう、基本技術と応用を学ぶ。

達成目標

科目名 教科担当者 適用入学年 規定授業数

美容総合 総合担当教員 令和６年 600

 

評価方法 技術テスト、作品提出、出席率、補講

項目 教科書 ワーク 参考資料


